
装
置
ニ
ノ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
製

X
線
透
過
試
験
装
置
M
G
2
2
5
型

な
っ
た
。

【
洗
浄
】

【第

1
次
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
】

ー
修
理
報
告
ー

（
財
）
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
で
は
、
大
和
天
神
山
古
墳
よ
り
出
土
し
た
青

銅
鏡
二
十
三
面
な
ら
び
に
刀
剣
類
な
ど
の
鉄
製
資
料
に
つ
い
て
、
平
成
十
年
度

か
ら
四
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
保
存
修
理
委
託
を
受
け
実
施
す
る
機
会
を
得
た
。
そ

の
う
ち
平
成
十
年
度
か
ら
十
二
年
度
に
か
け
て
保
存
修
理
を
実
施
し
た
鏡
鑑
類

に
つ
い
て
は
、
本
研
究
紀
要
第
四
号
に
お
い
て
修
理
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
今

回
は
平
成
十
三
年
度
に
保
存
修
理
を
実
施
し
た
鉄
製
品
に
つ
い
て
の
修
理
報
告

を
行
う
。
刀
剣
類
に
関
し
て
は
破
片
の
接
合
関
係
を
検
討
し
た
結
果
、
報
告
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
点
数
や
法
量
に
つ
い
て
か
な
り
の
部
分
で
見
直
す
結
果
と

鉄
製
品
の
保
存
修
理
内
容

【
修
理
前
調
壺
・
観
察
】

写
真
な
ら
び
に

X
線
透
過
撮
影
を
実
施
し
た
。
な
お

X
線
透
過
撮
影
は
次
の

条
件
で
あ
る
。

L
F
0
.
0
3
 

フ
ィ
ル
ム
」

F
u
j
i
X
 ,
 
r
a
y
 
film I
x
l
O
O
 

増
感
紙
；
鉛
増
感
紙

焦
点
フ
ィ
ル
ム
間
距
離

1
0
0
c
m

報
告
書
の
写
真
（
図
1
.
2
)
な
ら
び
に
搬
入
時
の
状
態
を
観
察
す
る
と
、
刀

と
剣
の
破
片
が
混
在
し
て
い
る
資
料
や
、
破
片
の
位
置
関
係
が
不
自
然
な
資
料

が
確
認
で
き
た
。
そ
こ
で
全
点
の
接
合
関
係
を
見
直
し
た
結
果
、
そ
の
多
く
が

報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
写
真
や
実
測
図
と
は
異
な
っ
た
形
状
に
な
っ
た
。

接
合
に
よ
る
破
片
の
移
動
に
つ
い
て
の
詳
細
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
各
資

料
に
整
理
番
号
を
付
し
そ
れ
が
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
ど
の
資
料
に
対
照
す
る

の
か
を
別
表
に
整
理
し
記
載
す
る
。

表
面
の
土
や
砂
、
錆
な
ど
を
ニ
ッ
パ
ー
、
メ
ス
、
エ
ア
ー
ブ
ラ
シ
（
パ
ワ
ー
ブ

ラ
ス
ト
5
0
N
／
岡
本
歯
研
）
、
小
型
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
（
ミ
ニ
タ
ー
／
ミ
ニ
タ
ー
社
）
等

を
用
い
て
除
去
し
た
。
破
片
の
散
逸
防
止
や
作
業
上
か
ら
接
合
が
必
要
な
遺
物

は
、
シ
ア
ノ
ア
ク
リ
レ
ー
ト
系
接
着
剤
（
セ
メ
ダ
イ
ン
3
0
0
0
R
S
／
セ
メ
ダ
イ
ン

（
株
）
）
を
用
い
て
仮
接
合
し
て
か
ら
作
業
を
実
施
し
た
。

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の
ネ
ッ
ト
（
ダ
イ
オ
ス
ク
リ
ー
ン
P
X
2
4
／
ダ
イ
オ
化
成

（
株
）
）
で
遺
物
を
養
生
し
、
有
機
溶
剤
（
キ
シ
レ
ン
・
ア
ル
コ
ー
ル
・
酢
酸
エ
チ

大
和
天
神
山
古
墳
出
土
鉄
製
品
の
保
存
修
理

井尾

口 崎

喜

晴誠
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し
た
。

【
樹
脂
含
浸
】

防
錆
効
果
を
上
げ
遺
物
を
保
護
す
る
た
め
に
、
外
気
と
の
接
触
を
可
能
な
限

り
少
な
く
す
る
よ
う
に
、
含
浸
時
の

二
倍
に
薄
め
た
樹
脂
を
二
回
遺
物
に
塗
布

【
復
元
・
整
形
】

接
合
が
必
要
な
場
合
は
、
シ
ア
ノ
ア
ク
リ
レ
ー
ト
系
接
着
剤
や
エ
ポ
キ
シ
系

接
着
剤

（セ
メ
ダ
イ
ン
ハ
イ
ス
ー
パ
ー
五
分
硬
化
型
／
セ
メ
ダ
イ
ン

（株
）
）
を
使
用

し
た
。
ま
た
、
空
隙
部
分
や
欠
損
部
に
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
（
ア
ラ
ル
ダ
イ
ド

sv

し
た
。

前
出
の
フ
ッ
素
系
ア
ク
リ
ル
系
共
重
合
樹
脂
に
よ
る
減
圧
含
浸
を
二
回
実
施

【
樹
脂
含
浸
】

第

一
次
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
除
去
し
き
れ
な
か
っ
た
錆
な
ど
を
除
去
し
た
。

【第
二
次
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
】

ル
の
混
合
液
）

【
脱
塩
処
理
】

の
中
に
浸
漬
し
て
表
面
に
付
着
す
る
油
脂
分
や
土
な
ど
の
不
純

物
を
除
去
し
た
。

鉄
製
品
は
0
•

五
％
セ
ス
キ
カ
ー
ボ
ネ
イ
ト
水
溶
液
の
中
に

浸
漬
し
、
塩
化

物
イ
オ
ン
濃
度
が
基
準
値
以
下
で
安
定
す
る
ま
で
液
交
換
を
定
期
的
に
実
施
し
、

錆
の
原
因
の
一
っ
で
あ
る
塩
化
物
イ
オ
ン
を
溶
出
さ
せ
た
。
た
だ
し
木
製
刀
装

具
や
大
部
分
が
有
機
質
の
資
料
に
つ
い
て
脱
塩
は
行
っ
て
い
な
い
。

【
樹
脂
含
浸
】

遺
物
強
化
と
防
錆
の
た
め
、

フ
ッ
素
・
ア
ク
リ
ル
系
共
重
合
樹
脂

(
V
フ
ロ

ン
一
液
マ
イ
ル
ド
ク
リ
ヤ
ー
／
大
日
本
塗
料

（株）
）
二

0
％
ナ
フ
サ
溶
液
に
よ
る

減
圧
含
浸
を

一
回
実
施
し
た
。
こ
の
樹
脂
は
、
従
来
の
ア
ク
リ
ル
樹
脂
に
比
べ

遺
物
表
面
の
質
感
を
損
ね
に
く
く
、
防
錆
効
果
も
良
好
で
あ
る
。

4
2
6
・
H
V
4
2
6
 ／
チ
バ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
・
ケ
ミ
カ
ル
ズ
（
株
））

を
充
填
し
、
復

元
部
分
が
大
き
く
な
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

エ
ポ
キ
シ
系
接
着
剤
に
ガ
ラ
ス
繊

維
や
ガ
ラ
ス
マ
イ
ク
ロ
バ
ル
ー
ン
を
混
ぜ
込
ん
で
欠
損
部
の
復
元
を
行
っ
た
。

整
理
番
号
三
の
刀
の
中
央
付
近
は
、
刀
身
の
鉄
地
金
が
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て
お

ら
ず
、
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
た
表
層
部
分
と
錆
の
し
み
こ
ん
だ
土
の
部
分
で

し
か
接
合
が
確
認
で
き
な
い
状
態
で
、
接
合
後
に
土
の
層
を
若
干
残
し
て
削
り

落
と
し
た
。
復
元
部
分
は
小
型
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
を
用
い
て
周
囲
と
違
和
感
の
な

い
程
度
に
整
形
を
行
っ
た
。

【
樹
脂
塗
布
】

樹
脂
塗
布
を

一
回
実
施
し
た
。

【
仕
上
げ
】

樹
脂
含
浸
や
樹
脂
塗
布
に
よ
る
て
か
り
を
、
艶
消
し
剤
（
ツ
ヤ
ケ
シ
ク
リ
ヤ
ー

／
カ
ン
ペ
社
）
を
用
い
て
抑
え
た
。
復
元
部
に
は
水
溶
性
ア
ク
リ
ル
絵
具

（ア
ク

リ
ラ
／
ホ
ル
ベ
イ
ン
社
）
を
用
い
て
周
囲
と
違
和
感
の
な
い
よ
う
に
補
彩
し
た
。

【
保
管
箱
作
製
】

遺
物
の
保
護
と
整
理
、
展
示
中
の
安
全
を
考
え
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
を
用
い
た
台

と
桐
箱
を
作
製
し
た
。
資
料
を
型
取
り
し
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
に
よ
る
ベ
ー
ス
を
作

製
、
樹
脂
製
の
枠
に
収
め
桐
箱
内
に
固
定
し
た
。
（図
5
.
6
)

【
修
理
後
調
査
】

経
過
観
察
並
び
に
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。
（図
2
.
4
)

お
わ
り
に

保
存
修
理
の
結
果
、
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
点
数
や
法
量
を
見
直
す
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
言
い
換
え
れ
ば
鏡
鑑
類
と
と
も
に
少
し
は
本
来
の

姿
に
戻
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一

般
的
に
鉄
製
品
の
場
合
、
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剣24 剣25
さ`

大刀23

剣26

剣26

鉄鎌

嘘瓢．

固 1

大刀29

（大和天神山古墳調査報告書より ）

大刀28

立
博
物
館
保
管
）
と
し
て
保
有
さ
れ
て
い
る
。
本
古
墳
出
土
品
の
修
理
は
、
平
成
十
＼

（
い
の
く
ち
よ
し
は
る

（
お
ざ
き
ま
こ
と
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
考
古
資
料
研
究
課
長）

土
品

一
括
と
し
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

出
土
時
に
は
錆
な
ど
に
よ
り
大
き
く
姿
を
変
え
て
い
る
場
合
が
多
く
、
破
片
が

散
逸
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
発
掘
後
の
整
理
作
業
の
際
に
出
来
る
だ
け
正
確

な
情
報
を
提
供
で
き
る
か
ど
う
か
で
、
研
究
対
象
と
し
て
ま
た
資
料
的
価
値
に

対
し
て
与
え
る
影
響
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
手
伝
い
を
す
る
の
が
保
存
修
理
に

携
わ
る
者
の
責
務
で
あ
り
、
そ
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
大
和
天
神
山
古
墳
出
土
品
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館
蔵
品
（
奈
良
国

十
二
年
度
は
文
化
庁
が
担
当
し
、
大
和
天
神
山
古
墳
出
土
品
保
存
修
理
委
員
会
を
設
け
、

同
委
員
会
の
指
導
の
下
に
実
施
し
、
平
成
十
三
年
度
は
鉄
製
品
に
つ
い
て
奈
良
国
立
博

物
館
が
担
当
し
た
。
本
修
理
報
告
は
修
理
委
託
を
受
け
た
（
財
）
元
興
寺
文
化
財
研
究

な
お
、
本
古
墳
出
土
品
は
、
平
成
十
四
年
六
月
二
十
六
日
に
奈
良
県
天
神
山
古
墳
出

当
館
考
古
室
長
）

所
尾
崎
誠
が
執
筆
し
、
奈
良
国
立
博
物
館
井
口
喜
晴
が
校
訂
し
た
。
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剣把 9 剣把10

剣把 8
剣把 7

図3 (大和天神山古墳調査報告書より）
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別表 1

整理番号 名称
現 存 長 現存幅 現存重量

備 考
(cm) (cm) (g) 

1-1/2 剣 53.95 5. 76 469.72 剣25に相当する 絹布多数付着する

1-2/2 26.05 4.11 199.24 接合不可能だが同一個体と判断できる

2-1/2 大刀 45.55 3.63 387.26 大刀28に相当する やや内反り

2-2/2 20.95 4.68 193.86 湾曲しており接合していない

3 大刀 64.45 4.52 516.95 大刀30に相当する 切先なし やや内反り

別表 2

整理番号 名称
現 存 長 現 存 幅 現存重量

備 考
(cm) (cm) (g) 

4 小刀 29.95 3.26 173. 78 大刀29の一部だが小刀と思われる

5-1/2 槍 29.40 2.95 67.14 剣27に相当するが槍と思われる

5-2/2 8. 70 3.36 36.26 接合不可能だが同一個体と判断できる

6 剣 25.30 2.46 89.85 剣26に相当する

7 大刀柄 20.23 3.36 200.54 大刀29の柄に相当するが刀身は確認できず

8 剣柄 22.10 3.74 82.21 
図版38剣把木装部 9の相当する

剣身の一部確認， 剣柄 25. 75 4.36 169.21 剣24の柄に相当するが剣身は確認できず

別表 3

整理番号 名称
現存長 現 存幅 現存重量

備 考
(cm) (cm) (g) 

10 剣切先 16.05 3.56 81. 64 大刀30の切先になっていたが確定できず

11 剣破片 5.03 3.14 16.57 繊維と錆の塊

12 剣破片 2.95 2.70 9.63 剣の破片と思われる 赤色顔料が付着

13 剣切先 8.22 3.33 28.88 剣24の切先に相当する

14 剣破片 8.73 3.19 28.97 剣24の破片

15 剣破片 5.96 4.54 21. 05 剣の破片

16 大刀破片 16.95 3.02 91. 62 大刀29の破片

17 大刀破片 11. 46 3.50 90.33 大刀28の破片

18 大刀破片 14.37 3.65 83.46 大刀30の破片

19 大刀破片 14.12 3.35 103.31 大刀29の破片

20 小剣 11. 64 2. 79 37. 72 
図版38剣把木装部10に相当する

身は大刀29の切先に相当する

21 小剣破片 9.27 2.81 31. 13 
鉄鎌とされているが整理番号20と

同様の小剣の剣身と思われる

22 茎尻 7.27 2.20 21. 22 茎尻・目釘穴 1つあり

23 茎尻 5. 75 2.09 15.42 茎尻 ・目釘穴 1つ確認できる

24 木製刀装具 8.18 2.94 42.22 図版38剣把木装部 7に相当する

25 木製刀装具 7.54 2.47 31. 01 図版38剣把木装部 8に相当する

26 木製刀装具 3. 76 1. 77 5.01 図版38剣把木装部11に相当する
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別表 4

名称
現 存 長 現 存 幅 現存重量

備 考
(cm) (cm) (g) 

鉄鏃 4. 78 1. 37 5.96 図版38鉄鏃 6に相当する 関がやや張り出す

鉄鏃 4.66 1. 30 4.27 図版38鉄鏃 4に相当する 関がやや張り出す

鉄鏃 4.13 1. 12 2. 77 図版38鉄鏃 3に相当する 関が箆代になる

鉄鏃 4.17 1. 28 3.91 図版38鉄鏃 5に相当する 関が箆代になる

鉄鏃 3.21 1. 34 3.93 図版38鉄鏃 2に相当する 関が箆代になる

ャリガンナ
図版38では鉄鏃 1になっている

7.90 1. 22 9.33 
柄部が囮版38刀子14に相当することを確認．接合

刀子 4.82 1. 18 5.10 切先側 図版38では15(左）になる

刀子 3.97 1. 64 6.57 刀身部 図版38では15(中）になる

刀子 5.69 1. 42 8.07 茎側 固版38では15(右）になる
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REPORT ON THE CONSERVATION OF IRON IMPLEMENTS 

FROM YAMATO TENJINYAMA KOFUN 

OZAKI Makoto 
Gangoji Institute for Research of Cultural Property 

INOKUCHI Yoshiharu 
Nara National Museum 

I
n general, when objects made of iron are excavated from the earth, they have often been greatly 

disfigured by rust etc., and are frequently scattered and found in fragments. In providing as ac-

curate as possible information at the time of the process of their restoration, the influence they 

have as objects of study and their value as historical materials is enhanced. Aiding in this process 

is the responsibility of those directly involved in restoration and preservation, and theirs is truly 

a great responsibility. 

The Gangoji Bunkazai Kenkyusho (Gangoji Institute for Research of Cultural Property) had been 

given the responsibility of restoring and preserving metals objects such as the 23 faceted bronze 

mirror excavated at the Tenjinyama tumulus mound in Nara and various blades in the four years 

following 1998. A report on the work done in the first two years, from 1998 to 1999, on the resto-

ration and preservation of the mirrors appeared in issue No. 4 of the research institute's journal. 

Among the metal objects restored for preservation in 2001, it was confirmed that the jumbled blade 

fragments were from ken (double-edged swords) and katana (single-bladed swords), and that the rela-

tive locations of these fragments were unnatural. As a result of restoration and preservation, many 

objects are now in a state at odds with the photographs and illustrations published in earlier reports. 

This article reports on the restoration and preservation, assigns a number to each object, and lists 

them in a chart with reference to the objects as described in earlier reports. 
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